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本稿では， まず，中国における学校教育

の現状及び中国の学校教育の社会文化的背

景について検討した。次に，中国での教育

臨床学に関する学術雑誌である『心理学報

(Acta Psychologica Sinica)』、『心理科学進展

(Advances in Psychological Science)』．『心理

発展与教育 (PsychologicalDevelopment and 

Education)』. 『中国臨床心理学雑誌 (Chinese

Journal of Clinical Psychology)』に掲載された

児童生徒のメンタルヘルスに関する研究論文の

うち「学校ストレス」．「学校適応感」．「精神疾

患」の 3つのトピックに関する論文を中心に概

観した。以上を踏まえ，中国における児童生徒

のメンタルヘルスに関する研究の重要性と今後

の課題について論じた。

キーワード：中国の学校教育と社会文化的背

景中国の学校教育の現状．学校ストレス．学

校適応感，精神疾患

はじめに

日本の教育現場では，不登校．いじめ，非行

など児童生徒の適応上の問題は依然として大き

な課題である（文部科学省 2014)。したがっ

て近年，多くの児童生徒のメンタルヘルスに

関する研究が行われてきた（本間.2000: 古市．

1991 : 森田.1991ほか）。一方中国では不登

校いじめなどはまだ問題として取り上げられ

たことはなく．児童生徒のメンタルヘルスに関
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する研究も少ない。日本の学校現場で社会問題

になっているいじめ，非行．不登校などの問題

は中国では社会問題となってはいない。実際

に中国ではいじめ，非行，不登校などの問題は

どうであろうか。

いじめについては，張 (2002)は中国の都

市部と地方の児童を対象に，学校でのいじめ問

題に関する調査を行った。その結果，約 5分の

1の児童は，いじめ問題に巻き込まれていたと

されている。特に言語的ないじめが最も多かっ

たという。

非行については，非行は中国では「青少年

犯罪月と呼ばれている。『中国法律年鑑』によ

ると， 2001年の青少年犯罪人数は約25万人で，

刑事犯罪の33%を占め，そのうち未成年犯罪

者2) は20%である。また， 2010年の青少年犯罪

人数は約28万人で，刑事犯罪の28%を占め，そ

のうち未成年犯罪者は24%である。つまり青

少年犯罪の人数は上昇する傾向がある。

中国においては現在，「不登校」という用

語はなく，子どもたちが心理的な原因で学校に

行けないことが問題として取り上げられること

＂中国では青少年犯罪はまだ厳密な法律概念では

なく．広義上．青少年犯罪は14歳から26歳に満た

ない者で反社会行動などの不良行為である（康．

2000)。
~)中国では刑法に定義されている未成年犯罪者

は犯罪を行った14歳から18歳に渦たない者であ

る（中華人民共和国刑法. 2015)。
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も少ない（醤. 2006)。不登校問題について，

握 (2006) によれば学校を長期欠席する生徒は

いないが，登校回避感情を抱く生徒は54%に達

しているという。王・庄司 (2015) の中国都市

部と地方の公立中学校の生徒を対象にした研究

では不登校生徒はいないが．登校回避感情を

持っている生徒は都市部33%. 地方63%である

ことが明らかにされている。しかし．中国にも．

「不登校」と似たような用語がある。例えば．義

務教育の段階で様々な理由で退学する小中学生

は「流失生」と呼ばれる（新華字典・中国語）。

また．「厭学」（勉強ぎらい・怠学）．「逃学」（学

校をさぼる），「綴学」（途中で退学する）．「失

学」（経済や家庭など理由で学齢児童が学校に

行けない状態）という用語がある。「厭学」と

「逃学」の原因は学業の理由が多く，心理的な理

由ではない。「流失生」，「綴学」，「失学」の原因

は経済的な理由が多く． 日本で定義される「不

登校」とは異なる。このように中国において．

登校回避感情を持っている児童生徒はかなり存

在している。なぜ中国の児童生徒はこのような

現状になっているのかが疑問である。

そこで本稿では児童生徒のメンタルヘルス

に影喘を及ぽす社会的背景と最近 3年の中国の

メンタルヘルスに関する研究の課題を検討す

る。その上で中国におけるメンタルヘルスに

関する研究の重要性という点から今後の課題に

ついて検討する。

中国の学校教育の社会文化的背景

(1)社会文化的背景

勉強進学など側面で，中国の子どもたちは．

学歴や成績．学校のランキングなどより功利

的であり高い達成意欲を持っていることが

明らかになっている（陳• 長崎・庄司・茂呂

2013)。このような状況になってしまった原因

を考える際に，社会の文化的背景は不可欠であ

る。

まず，中国の歴史的な官僚選抜制度ー科挙制

度である。中国で598年-1905年，即ち隋から清

の時代まで約1300年も行われた官僚登用試験

である科挙制度は現在の中国の教育に強い影嬰

-56 -

を与えている。勉強を通して自らの運命を変え

るという人々の期待に根付いているという指摘

がある（別 2005;Li, 2002)。さらに， 1979年か

ら2015年までの一人っ子政策の実施によって，

1人しかいない子どもに対する家庭の期待が高

まっている。家族のすべての期待を子どもにか

け，子どもがよりよい大学へ進学できるよう何

でもやるという状況になっている。つまり，現

在学校は非常に重要な存在であり，親を始め，

子どもたちは将来のために，高学歴になるため

に強いストレスを耐えながら塗校している。

次に，報恩意識（恩返し意識）である。中国

では「百善孝為先」（百善のうち親孝行を第一

とすべきである）という考え方が，今日でも依

然として中国人に大きな影響を与えている。さ

らに，このような儒教文化の影嬰で中国の子

どもたちは重要な他者に感謝する表現を，努

力を通してよりよい成績を取ることであらわす

（代・張・李・喩・文， 2010)。また，報恩意識

は学業成績に正の影響を与えているとされてい

る（叶・栖・胡， 2013)。

最後に，現在の中国の急速な経済成長であ

る。 1978年に「改革開放」が実施されて以来，

中国は市場経済へ移行した。特に， 1992年以降，

再び改革開放が進められ，経済成長は一気に加

速した。このような急速な経済成長に伴い，競

争が激しくなってきた。したがって特に都市

部の親は子どもによりよい学校に通わせ， より

よい教育環境を作ってあげる風潮が現れてき

た。また，親は多く の家庭支出を教育に投資し

ている。 2013年全国的に家庭支出の中で，教

育や文化などの平均支出率は10.6%である（中

国統計年鑑， 2014)。このようなことから，親は

子どもに対する過剰な期待を持っている。さら

に，子どもたちは過剰な期待に耐えながら学

校に通っている。

(2) 学校教育の変化

まず， 1978年以降現在まで，中国では「科教

興国」（科学技術と教育によって国の振興をは

かる）戦略や「国家中長期教育改革• 発展計画

要綱 (2010-2020)」など政策が公表され，教

育が益々重視されてきた。このような状況の中
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で中国の教育は激変してきている。現在の学

校の進学率について。 2013年の小学校入学率は

99.7%, 中学校進学率は98.3%, 高校進学率は

91.2%, 大学進学率は87.6%である。それに対

して， 1990年の小学校入学率は97.8%. 中学校

進学率は74.6%,高校進学率は40.6%,大学進学

率:J) は27.3%である。 1990年 に 比 べ る と 現 在

の高校進学率はかなり上昇した。また，高等教

育の規模はかなり拡大されてきた。 1978年の大

学（専門学校も含め）の募集人数は約40万人で

あるが 2013年の幕集人数は約700万人である。

35年間で，大学の募集人数は17倍になっている

（中国教育統計年鑑， 2013)。

次に，「応試教育（試験成績を重視，従来の

暗記中心・詰め込み型教育）」から「素質教育」

へ。 1999年 6月から学生の創造力と実践能力

を重視する素質教育を中心に学校教育を行って

いる。しかし学業成績が重視されているので，

この戦略的な政策を実施した16年後の現在．子

どもたちはまた強いストレスに耐えながら苦戦

している。中国の子どもの心や身体の疲れ，及

び親からの圧力が大きいことが指摘されてい

る。ベネッセ教育開発センター (2008)の「学習

基本調査・国際 6都市調査報告書」によると，

「学校外での平日の学習時間」を「 3時間以上」

と回答した小学生の比率は， ソウル (44.3%),

北京 (31.4%),東京 (23.5%). ワシントン DC

(5.8%) などである。また．「心や身体の疲れ」

を調査したところ，北京の小学生は「目が疲れ

やすい」（北京77.5%, 東京60.5%). 「だるい」

（北京67.3%, 50.2%) ことが示唆された。この

結果は北京の小学生の学習時間の長さと関連が

あると考えられる。さらに．「親とのかかわり」

を調査したところ，「親は私にいい大学に行く

ことを期待している」と答えた北京の小学生が

88.1%である。北京において心や身体の疲れ

及び親から過剰な期待を感じている小学生が多

く存在していることが明らかになった。

また，木山 (2005) によると，中国の子ども

｝）大学進学率は当該年度の大学募集人数は高校卒業

生に対する進学者の率である。
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のストレスは増えているという。ストレスの

原因は，第一に親の過大な期待によるプレッ

シャー，第二に進学や就職に対する不安，第三

に単調で長い学校生活，第四に教師一児童生徒

関係に対する不満の 4つが原因としてあげら

れている（阿部 2005,pp.89-91)。これは経済

発展の中で親の教育熱が高まり子ども（特に

一人っ子）に対する期待が高まり学校は入学

試験に応じた教育を行っており，生徒たちは学

校で長時間勉強し，単調で長い学校生活を送っ

ているためと考えられる。また．「高校生の生

活と意識に関する調査報告書一日本・米国・中

国・韓国の比較ー」（国立青少年教育振興機構．

2015) によると，「余暇生活への満足」は「と

ても満足」と回答した高校生の比率は． 日本

(35.3%). 米国 (37.3%). 中国 (27.4%).韓国

(30.6%) であり，「学校生活への満足」は「と

ても満足」と回答した高校生の比率は． 日本

(24.2%). 米国 (23.1%) . 中国 (16.8%). 韓国

(18.4%)である。この調査から余暇や学校生活

について「とても満足」と回答した中国の高校

生の比率は 4ヶ国の中で一番低いことが示され

た。

以上より．現在の中国の教育現場において学

業成績が最も重視されている。受験の激化によ

り中国の中学生のメンタルヘルスは今後ますま

す問題になると考えられる。それにより生じた

学校ストレス．学校適応上の問題．心身の健康

に関する問題が存在している。しかし中国に

おいて．児童生徒のメンタルヘルスに関する研

究はあまり重視されていない。中国の児童生徒

のメンタルヘルスに関する研究は近年行われつ

つあると言えよう。

児童生徒のメンタルヘルスに関する研究の動向

次に．中国での教育臨床学に関する学術雑誌

である『心理学報 (ActaPsychologica Sinica) J. 

r心理科学進展 (Advancesin Psychological 

Science)』，『心理発展与教育 (Psycholog-

ical Development and Education)』，『中国臨

床 心 理 学 雑 誌 (ChineseJournal of Clinical 
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Psychology)』における児童生徒のメンタルヘ

ルスに関する近年の研究の動向，特に，「学校ス

トレス」，「学校適応感」，「精神疾患」の 3つの

トビックを中心に概観する。

中国国内外ともに近年の児童生徒のメンタル

ヘルスに関する研究は少ないが，既述のような

理由から近年の中国の児童生徒のメンタルヘル

スに関する研究を検討する必要がある。中国で

の教育臨床学，心理臨床学に関する主要な学術

雑誌上記 4誌の過去35年間に掲載された論文

のうち児童生徒のメンタルヘルスに関するト

ピックスとして「学校適応感」．「ストレス（中

国語：圧力）」，「メンタルヘルス（中国語：心理

健康）」．「抑うつ」をキーワードとして文献を検

索し，各学術雑誌における該当論文数を算出し

た (Figure1)。論文総数は347件であった。児童

生徒のメンタルヘルスに関する論文は1990年代

から徐々に出現し. 21世紀に入ってから，論文

数は急速に増加した。特に中国臨床心理学雑誌

の掲載論文が2000年に入って急増している。し

かしその中で児童生徒のメンタルヘルスに関

する研究は学業成績や病気の治療などに関する

論文が多い。

中国は経済の急成長に伴い．めまぐるしい社

会変化の時を過ごしており学校教育も同様で

ある。そこで最新の研究動向を把握するため，

抽出された論文の中から過去 3年間の研究論文

を詳細な分析対象とすることした。その結果．

最近 3年間に掲載された文献から，「学校スト

レス」，「学校適応感」，「精神疾患」の関連論文

として11件が選択された。この11件の論文をま

とめ．報告する。

学校ストレス

叶・栃・胡 (2013) は 3つの都市部中学校

と農村部中学校の1361名中学生を対象として，

報恩意識が青少年の学業成績に与える影噛につ

いて検討している。「報恩 (Gralitude) 尺度」．

「日常性学習レジリエンス (EverydayAcademic 

Resil-ience)尺度」．「ストレスの多いライフィ

ベント (StressfulLife Events)尺度」．「学業成

績 (AcademicAchievement)尺度」という 4つ

の尺度を用いている。調査の結果．「報恩意識」

は「学業成績」に正の影響を与え．「日常性学習

レジリエンス」を媒介して．「学業成績」に影響

を与えていることが示された。「ストレスの多

いライフイベント」は「日常性学習レジリエン

ス」の媒介効果に調節効果を持ち，具体的に，

「ストレスの多いライフイベント」の増加に伴

い．「日常性学習レジリエンス」が「学業成績」

に与えた影響は．小さくなっていくことが示さ

れた。こうした結果を踏まえ，報恩意識の重要

性が指摘されている。

窓・超・王 (2014) は中学生613名を対象と
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Figure 1. 中国におけるメンタルヘルスに関する 4つの主な学術雑誌に掲載された論文数の推移
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して，中学生の感知における教師の自律的支援

(Perceived Teacher's Autonomy Support) が怠

学に与える影帯について検討している。「中学

生の感知における教師の自律的支援 (Perceived

Teacher's Autonomy Support)尺度」，「碁本的

欲求満足 (BasicNeed Satisfaction)尺度」，「学

業自己調整 (Self-Regulation) 尺度」．「怠学尺

度」という 4つの尺度を用いている。調査の結

果，「中学生の感知における教師の自律的支援」

は「基本的欲求満足 (BasicNeed Satisfaction)」.

「自 律動機 (AutonomousMotivation)」と

正の相関があり「基本的欲求満足 (Basic

Need Satisfaction)」, 「自律動機 (Autonomous

Motivation)」は「怠学」と負の相関があるこ

とが明らかになった。まだ「中学生の感知に

おける教師の自律的支援」は「基本的欲求満足

(Basic Need Satisfaction) 」~ 「自律動機」を媒介

して「怠学」に影響を与えていることが示され

た。これらの結果を踏まえ学校現場では，教

師の支援の重要性が示された。

以上より，近年の中国の教育現場での児童生

徒のストレスに関する研究は，主に学業や成績

に与える影響という観点から論じられていると

言える。学業成績のみならず，他のメンタルヘ

ルスの関連要因との検討が必要である。

学校適応感

張・梁，部• 姉 (2014) は南京市 3つの中学

校の中学生709名を対象として， 3年間の追跡

調査を行い，学校雰囲気と学校適応の関連につ

いて検討した。尺度は「学校雰囲気尺度」，「教

師ー児童評価 (TheTeacher-Child Rating Scale) 

尺度」と「学業成績（中間と期末テストの平

均値）」を用いた。「学校雰囲気尺度」は，「教

師のサポート」，「クラスメイトのサポート」と

「学生の自律的機会 (Opportunitiesfor Student 

Autonomy)」という 3つの下位尺度で構成され

ていた。調査の結果，第 1に， 1年生の時感じ

られた学校雰囲気は 2年生， 3年生の学校適応

と正の相関があった。第 2に， 2年生の時感じ

られた学校雰囲気は 3年生の学業成績と正の相

関があることが明らかになった。第 3に教師

のサポート， クラスメイトのサポートは学校適
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応に影堀を与えることが明らかになった。しか

し， 1年生の時クラスメイトのサポートは学

校適応と学業成績に正の影響を与えるが. 2年

生の時の． クラスメイトのサポートは学校適応

と学業成績に負の影響を与えることが示され

た。第 4に．中学生が感じられた学生の自律的

機会は学校適応と負の相関があると明らかに

なった。この結果から，早期のクラスメイトと

教師のサポートは中学生の学校適応に正の影響

を与えるが高学年になると．早期のクラスメ

イトのサポートは学校適応に負の影響を与える

ことが示された。今後はこの理由ついて検討す

る必要がある。

刻・周・李・除 (2015) は上海市 2つの小

学校の 3. 4年生と 2つの中学校の 7. 8年

生1026名を対象として，児童期中期と思春期

早期の孤独志向傾向 (Preferencefor Solitude) 

と心理適応との関連について検討した。尺度

は「独り志向傾向尺度 (Preferencefor Solitude 

Scale)」．「児童用孤独感尺度」，「児童用抑うつ

尺度」，「児童用自己自覚尺度」尺度と「仲間指

名（最も好きと最も嫌いなクラスメイトを 3名

指名する）」を用いている。調査の結果．児童生

徒の孤独志向傾向は孤独感．抑うつと顕著な正

の相関自尊感情と負の相関があることが明ら

かになった。

また．子小・梁・除・除 (2014) は北京市の 2

歳の幼児200名，及び 5年後の 7歳児125名を追

跡し．追跡調査を通して．児童の早期の気質の

特徴が社会適応に与える影響を検討した。 2歳

児童を観察し， 5秒を単位として，児童の気質

上の活躍性を評価した。また．おもちゃを片付

けることなどの状況の下．児童のセルフコント

ロール持続時間を記録した。これらの観察を通

して．児童の気質上の活動性とセルフコント

ロールを測定した。さらに「親の養育方式尺

度」，「学校適応感尺度」という 2つの尺度を用

いた。調査の結果親の低制限と高支配は児童

の気質上の活動性に負の影薯を与えている。児

童のセルフコントロールは学校適応に正の影製

を与え．親の養育方式はこの関係の中で調節効

果にならないことが示された。
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侯・対．屈・張・蒋 (2015) は17つの農村部

の学校 4~9 学年103学級4021名の生徒を対象

として，学級構成が留守児童（両親とも出稼ぎ

に行っている農民が郷里に残した子ども）に与

える影響について検討している。つまり，普通

家庭の農村児童（両親がそばにいる子ども）の

学級の中で占める比率が留守児童のメンタルヘ

ルスに与える影馨について検討している。調査

の結果普通家庭の農村児童が占める比率は留

守児童の自尊心に負の影響を与えている。ま

た． うつ症状に関して学級構成は同化効果を持

ち．学級の中で子どものうつ症状は他の生徒か

ら影響されていることが明らかになった。

灌・影・紳 (2013) は小学生 5年ー中学校 3

年生の2372名児童生徒を対象として．学校不適

応が学業に与える影響について検討した。尺度

は「学校不適応尺度」．「学業自己効力感尺度」

という 2つの尺度と学業成績を用いている。調

査の結果学校不適応は学業自己効力感と学業

成績と負の相関があり，学業自己効力感は学

業成績と正の相関があることが明らかになっ

た。また，学校不適応は学業成績に負の影響を

与え学業自己効力感は学校不適応と学業成績

の間で媒介効果を果たしていることが明らかに

なった。

精神疾患

李.i, 午・飽・除・笏• 張 (2015) は703名中

学生を対象として．家庭の経済的ストレスと

青少年のうつの関連について検討した。尺度

は「家庭の経済的ストレス尺度」．「差別感覚

(perceived discrimination)尺度」．「愛着尺度」．

「児童用うつ尺度」という 4つの尺度を用いて

いる。調査の結果は．「家庭の経済的ストレス」

は子どものうつと正の相関があることが示さ

れ． また，「家庭の経済的ストレス」は「差別

感覚 (perceiveddiscrimination)」が媒介して子

どものうつと関連していることが明らかになっ

た。愛着が高い青少年に比較して．「差別感覚

(perceived discrimination)」は愛着が低い青少

年のみに媒介効果があることが示された。この

ような結果を踏まえ．差別のない環境を作りあ

げること及び親の子どもとのコミュニケーショ

ンや信頼関係は非常に重要と考えられる。

頼・張・飽・王・熊 (2014) は広東省の688

名中学生を対象として，親の心理的統制と青少

年の抑うつとの関連を検討した。尺度は「親の

心理的統制尺度」，「孤独感尺度」．「意志統制尺

度」，「抑うつ尺度」という 4つの尺度を用いて

いる。調査の結果，親の心理的統制は子どもの

抑うつに正の影響を与え，その中で，孤独感が

抑うつを媒介していた。さらに，孤独感の媒介

効果は意志統制の調整効果を受けていることも

明らかになった。

許・周・刻・祁 (2014) は南京市の高校 1年

生460名（有効431名）を対象として学校雰囲気

が青少年の抑うつに与える影糊について検討し

た。尺度は「学校雰囲気尺度」，「セルフコント

ロール尺度」．「抑うつの自己評価尺度」という

3つの尺度を用いている。調査の結果，学校雰

囲気は直接に抑うつに影糊しセルフコント

ロールを媒介して抑うつに影響を与えているこ

とが明らかになった。

また．丁・王 (2014)は中学生476名（有効454

名）を対象として青少年期のアタッチメントと

抑うつの関連を検討している。尺度は「アタッ

チメント尺度」．「友達関係尺度」，「青少年抑う

つ尺度」という 3つの尺度を用いている。その

結果，アタッチメントと友達関係に正の相関が

あり，アタッチメントと友達関係は抑うつと負

の相関があることが明らかになった。まな友

達関係はアタッチメントと抑うつとの関係の中

で，媒介効果を果たしていることが明らかに

なった。
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周・笑．程・季・李 (2013) は小中高生と大

学生全部で4006名を対象に在籍の学生のメンタ

ルヘルスの現状について調査をした。程 (2013)

が作成した自己報告形式の「百項目心理症状尺

度」を用いている。調査の結果，約21.3%の生

徒が心理的困難を抱えており， また．学業スト

レス，家庭環境（父子，母子家庭，離婚など）

と経済状況は学生のメンタルヘルスに影響を与

えていることが明らかになった。

さらに，王・苑，奎・除 (2014) は500名の
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粛校生を対象として親間の衝突が青少年の抑う

っと社会不安に与える影嬰について検討した。

尺度は「親間の衝突知覚尺度」，「親間関係安全

感尺度」，「抑うつ体験尺度」，「社会不安尺度」

という 4つの尺度を用い，調査の結果，子ども

が感じられた親間の衝突は情緒不安感社会不

安と抑うつに影響を与えることが明らかになっ

た。

以上が主な研究とその成果である。過去 3年

間ではあるがこれらの研究を通して中国におけ

る児童生徒のメンタルヘルス，学業と学校生活

や親子関係との関連が検討されていることが示

された。

児童生徒のメンタルヘルスに関する研究の課題

これまで概観したように，中国においては児

童生徒のメンタルヘルスに関する研究論文はま

だ少ないのが現状である。一方ポジティブ心

理学領域においては学業に関する「レジリエ

ンス」．「情緒調節」の論文が多いことが明らか

になった。また，子どもの抑うつに関しては親

子関係に関連して検討されている。しかし学

校での生活や友達関係などの視点から論じられ

る論文はほとんどない。実際に中国の児童生徒

のメンタルヘルスに関する援助ニーズを考慮す

ると．学校ストレスや友達関係などの視点から

子どもの抑うつについて論じる必要はないであ

ろうか。既述のように実際，現在の中国の児

童生徒は登校に対する意識がネガティブの方が

非常に高い。したがって，青少年犯罪などの問

題から見ても．親子関係の点からだけでなく，

中国の児童生徒のメンタルヘルスに対する援助

について様々な点から検討する必要がある。

本稿では．中国の児童生徒のメンタルヘルス

を論じる中．登校回避感清を抱く生徒が決して

少なくないことを述べた。森田 (1991) は欠席

願望を持ちつつ登校する児童生徒を「グレイ

ゾーン」と名づけ．「グレイゾーン」の生徒は比

較的容易に不登校に陥る可能性があると指摘し

た。中国の現在では大きなストレスを感じな

がら登校している児童生徒が多い。彼らの内面
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的な側面．特に登校意識，友達関係．学校スト

レスや疲労感などを検討することによって．中

国の生徒の学校不適応の予防に貢献できるであ

ろうと予測する。学校不適応を未然に防ぐため

にも．中国の児童生徒の登校意識を検討する必

要がある。
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